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台湾チェルンプ断層掘削計画で採取された掘削コア試料の非破壊連続物性計測

Nondestructive continuous physical property measurements of TCDP core samples
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　 1999年台湾集集地震（M7.6）では，台湾中軸部を南北に走るチェルンプ断層が約 100kmにもわたり破壊され、約
2500人にもおよぶ人命が亡くなる台湾史上最も大きな被害となった．震源は台湾中央部に位置する集集（Chi-chi）市地
下約 10kmで，地表での垂直変位は約 2-6m，水平変位は約 2-3mに達し，主な被害はこの市に集中している．この地震性
滑りは，より大きな変位（垂直変位 8-10m，水平変位 7-9m）と加速度を伴って，北方向に位置する台中市北東部へも伝
播した，しかし，大きな変位と加速度にもかかわらず，地震波の短周期成分が少ないことなどから，台北市北東部では
断層面直上以外の構造物の被害はほとんどみられないという特徴がみられた。これは，地震波の伝搬過程において，加
速度と変位の増大にもかかわらず短周期成分における減少を意味し，さらに，これは断層面沿いの摩擦係数の低下を示
唆する．
　地震波の伝搬過程において、なぜ断層面沿いの摩擦係数が減少したのかについて，すでに幾つかの仮説を提案され

ている（Thermal pressurization説や Frictional melting説など）．これらの仮説の中でどれがもっとも妥当であるのかを検
証するために，台湾チェルンプ断層掘削計画が立ち上がり，断層帯のコア試料の回収が行われた．すでに 2本の孔の掘
削が終了し，そのうち HoleBのコア試料は高知大学海洋コア総合研究センターに運び込みこまれ，非破壊連続物性計測
が進行中である．本発表ではこの成果をお話しする予定である．


